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本
年
度
第
一
回
若
葉
区
推
進
協
が
、
平
成
20
年
６
月
14
日

(

土)

、
若
葉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

一
部
委
員
の
変
更
が
あ
り
、
自
己
紹
介
の
後
、
互
選
に
よ
り
委

員
長
に
武
委
員
、
副
委
員
長
に
花
島
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
出
後
、
行
政
か
ら
「
本
年
度
の
地
域

福
祉
推
進
に
か
か
る
展
開
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
区
地
域
福
祉
計

画
の
取
組
状
況
の
把
握
の
た
め
の
調
査
依
頼
と
、
計
画
の
取
り
組

み
項
目
に
つ
い
て
実
践
す
る
団
体
な
ど
に
対
し
助
成
を
行
う
「
地

域
福
祉
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
の
募
集
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

次
に
、
平
成
19
年
度 

度
に
実
施
さ
れ
た
２
件 

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業(

社 

協
加
曽
利
地
区
部
会
の 

「
高
齢
者
の
健
康
づ
く 

り
と
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
の
構
築
」
と
、 

社
協
大
宮
地
区
部
会
の 

「
介
護
予
防
事
業
『
い 

き
い
き
健
康
倶
楽
部
』」) 

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ 

り
ま
し
た
。 

続
い
て
本
年
度
の
活 

動
に
つ
い
て
の
お
お
ま
か
な
予
定
な
ど
が
示
さ
れ
た
後
、
市
政
出

前
講
座
の
案
内
と
活
用
に
つ
い
て
、
ま
た
貝
塚
北
部
自
治
会
「
福

祉
を
考
え
る
会
」
の
取
り
組
み
事
例
の
「
市
民
フ
ォ
ト
千
葉
」
掲

載
に
伴
う
Ｐ
Ｒ
活
用
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。 

若
葉
区
推
進
協
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
あ
わ
せ
て
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感
想
や
地
域
で
の
取

り
組
み
事
例
な
ど
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
情
報
は
、
地
域
活
動
を
実
践
す
る
際
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
何
ら
か
の
形
で
広
く
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

※
若
葉
区
推
進
協
は
昨
年
同
様
、
年
４
回
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
会
議
は
傍
聴
も
で
き
ま
す
。 

第
二
回
推
進
協
は
、
９
月
下
旬
の
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

 
 
  

                

     
 実

践
を
基
に
着
実
な
推
進
を 

 

 

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会
も
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
は
、
若
葉
区
内
の
数
多
く
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
実
践
例
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業
の
実
現
ま
で
の
苦
労
話
、
や
っ
て
み

て
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
も
熱

の
こ
も
っ
た
質
問
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
、
私
が
目
標
と
し

た
「
地
域
福
祉
推
進
の
実
感
」
を
確
か
に
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
実
感
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
委
員
長
を
武
さ

ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
武
さ
ん
は
、
昨
年
度

の
推
進
協
で
も
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
実
践
者
の
お
ひ

と
り
で
す
。
今
後
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
は
、
実
践
者
の
視
点

が
重
要
で
あ
り
、
ま
さ
に
適
任
で
す
。 

 

今
年
度
は
、
武
委
員
長
の
も
と
、
着
実
に
若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
を

推
進
し
「
だ
れ
も
が 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る 

し
あ
わ
せ
の
ま
ち 

若
葉
区
」
実
現
の
年
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

委
員
長 

武 

孝
夫 

 
   

福
祉
計
画
を
早
急
に
実
あ
る
形
に
持
っ
て
い
く
た
め
に 

 
今
回
、
大
役
を
引
き
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
10
年
余
り
に
わ
た

る
自
治
会
活
動
を
踏
ま
え
精
一
杯
が
ん
ば
る
つ
も
り
で
す
。
前
委
員
長
の

花
島
さ
ん
が
引
き
続
き
執
行
部
に
残
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
心
強
い
か

ぎ
り
で
す
が
、
併
せ
て
今
後
と
も
関
係
者
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

推
進
協
は
、
若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
だ
れ
も
が 

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る 
し
あ
わ
せ
の
ま
ち 

若
葉
区
」
を
実
現
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
本

年
度
は
３
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
取
り
組
み

の
成
果
を
共
有
し
な
が
ら
問
題
点
を
洗
い
出
し
、
よ
り
良
い
早
い
解
決
の

方
策
を
皆
様
と
よ
く
議
論
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
高
齢
化
に
伴
う
諸
問
題
」
が
今
も
の
す
ご
い
速
さ
で
我
々
に
迫
っ
て

来
て
い
ま
す
。
本
計
画
を
早
急
に
実
あ
る
形
に
持
っ
て
い
く
た
め
に
、
推

進
協
の
役
割
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
と
ご
一
緒
に
活
力
あ
る
推
進
協
を
作
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

分    野 ※氏  名（所属団体等） 敬称略・50 音順 

要 支 援 者 池野 貢生（下総精神医療センター家族会〔たけのこ会〕） 

地域住民 
公   募 

石川 茂・大嶋 昭・奥田 ハツエ・金子 幸允・金谷 貞夫・雲村 栄夫・佐久間 英世・ 
田沼 淳子・籔 順光 

町内自治会 大島 赳・櫻田 尚榮・武 孝夫・古内 弘・山田 直也（若葉区町内自治会連絡協議会） 

老人クラブ 藤森 清彦（若葉区老人クラブ連合会） 

社協地区部会 
有賀 久美子（加曽利）・岡安 清（都賀）・奥井 康雄（小倉）・鈴木 登（大宮）・ 
高梨 和明（坂月）・田代 千萬（貝塚）・水出 修一（御成台・千城台西・北） 

民生委員児童委員 佐川 君枝・松島 弘美・真鍋 信枝・栁原 和平・山内 興明（若葉区民生委員児童委員協議会） 

地域福祉 
活 動 者 

ボランティア 東 茂昭・真野 良子（千葉市ボランティア連絡協議会） 

高齢者関連施設 
相田 泰義（特別養護老人ホーム ちば美香苑）・砂長谷 和子（デイサービス シャローム若葉）・ 
中村 敬太郎（介護老人福祉施設 恵光園） 

障害者関連施設 尾出 清美（知的障害者グループホーム 泉の里）・和田 真一（知的障害者援護施設 中野学園） 
社会福祉 
事 業 者 

福祉関連民間事業者 花島 治彦（社会福祉法人 新栄会・自立支援センター） 

 

若 葉 区 地 域 福 祉 計 画 推 進 協 議 会  委 員 名 簿 

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

副
委
員
長 

花
島 

治
彦 

若
葉
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

委
員
長 

武 

孝
夫 

 
 



 

 
 
仕組み１：だれもが顔見知り、交流とふれあいの仕組みをつくりましょう 

仕組み２：あなたもわたしも地域の一員、身近な支えあいの仕組みをつくりましょう 

仕組み３：備えあれば憂いなし、安全と見守りの仕組みをつくりましょう 

仕組み４：必要な情報が行き渡り、気軽に相談しあえる仕組みをつくりましょう 

仕組み５：世代を超えて、ともに学び合い参加できる仕組みをつくりましょう 

若葉区地域福祉計画基本方針 

（５つの仕組み） 

若葉区地域福祉計画では、計画推進の具体的な取り組みの内容として「課題解決に向けた２９の提案」が示されています。 
 推進協だより 第５号では、安全と見守りの仕組みをつくるための提案１２～１７を紹介しましたが、今回は安全と見守り
の仕組みをつくるための提案１８～２２を紹介します。 

☆方向性９ 障害者を支援する環境を整える 
 
  
 
提案（１８） 障害者福祉施設整備の充実 
◆主な対象者 障害者及びその家族など 
◆主な担い手 障害者及びその家族等、地域住民、社会福祉法人、

ＮＰＯ、千葉市など 
◆内 容 
 ○地域住民は障害者の置かれている状況や実情を理解し、どの

ような施設が不足しているのか、またどのような施設が必要
なのかといった現状を把握し、行政などに働きかける。 

 ○行政は、生活訓練施設、授産施設、グループホーム、福祉工
場など、必要な施設が体系づけて整備されるよう、法人の参
入を推進するなどの各種支援策を一層充実させていくよう努
める。 

 
 
 
 
提案（１９） 障害者支援のための規程の整備 
◆主な対象者 障害者及びその家族など 
◆主な担い手 障害者及びその家族等、地域住民、千葉市など 
◆内 容 
 ○地域住民が障害者およびその家族等との交流などを通して、

いままで以上に地域に溶け込めるよう、お互いに努力すると
ともに、実情を理解しあい、障害者福祉の充実のために、行
政などに声が届くよう努める。 

 ○支援を必要とする方々が２４時間、一生涯安心して暮らせる
ようなシステムを構築し、より支援しやすい環境を整えてい
くため、行政が基盤となる条例等の規程の整備について取り
組んでいく。 

 障害者、また障害者の家族が、２４時間、あるいは一生涯安心して生活できる施設の整備やシステムを構築するた
めの提案です。 

☆方向性１０ バリアフリーをすすめる 
 
 
  
提案（２０） 地域バリアフリー計画 
◆主な対象者 すべての地域住民 
◆主な担い手 町内自治会、社会福祉協議会地区部会、福祉関係者、学校・幼稚園など 
◆内 容 
 ○地域住民の外出や交通事故の危険を増大させる路上駐車や放置自転車等の公道上の障害物の 

除去など、自らが地域住民の安全や社会参加を支援する視点を持ち、行動することで地域内 
のさまざまなハード面のバリアを解消する。 

 ○学校・幼稚園などによる地域内の福祉施設の訪問や体験、福祉施設から学校・幼稚園などへ 
の講師派遣により「福祉」や「介護」「ボランティア」等の学習機会を提供するなど、社会福祉 
に対する新たな観点をもつことで、心のバリアフリーの推進にも努める。 

☆方向性１１ 交通問題を改善する 
 
 
 
提案（２１） 交通不便地区の解消 
◆主な対象者 交通不便地区の住民 
◆主な担い手 町内自治会、地域住民、交通事業者、千葉市など 
◆内 容 
 ○交通不便地区の住民は、地域が一体となってその実情を訴

え、交通事業者や行政に声が届くよう努める。 
 ○交通事業者や行政は、バスの増便、ルート・循環形態の変更

など地域の実情等を踏まえた見直しを住民とともに検討し
ていく。また、路線バスの廃止区間などには、コミュニティ
バスの運行を検討する。 

 ○このほか、交通手段として、地域の支援組織やＮＰＯなどに
よる移送サービスの導入などに取り組んでいく。 

 
 
 
 
提案（２２） 交通バリアの解消 
◆主な対象者 高齢者、障害者など 
◆主な担い手 バス・モノレール事業

者等、ＮＰＯ、千葉市
など 

◆内 容 
 ○バス・モノレール事業者等は、低

床バスの普及や券売機の改善な
ど、高齢者や障害者にやさしい交
通バリアの解消に努めるととも
に、行政もこれらを支援していく。 

 千葉市で最も面積の広い若葉区で、交通機関のない地域やあっても極めて不便な地域の住民、高齢者・障害者が便利で
安心して交通機関を利用できるよう、対応や改善を図っていくための提案です。 

 バリアフリー化を地域や行政などが一体となって進め、高齢者・障害者の社会参加が実現できるように努めるととも
に、心のバリアフリー化についてもあわせて実現し、誰にでもやさしい地域社会をつくるための提案です。 
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